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根室半島ノツカマップ層産化石植物の新種
Helobiaephyllum fructiferum 

N.S UZUKI について
鈴木順雄J- 吉 元日豊・近江康

Nobuo S UZUKI , Yutaka YOSHIMOTO , K�chi OH~I 

*ホ水

On Helobiaephyllum fructiferum N. S UZUKI new species 

from the Notsukamappu Formation , Nemuro peninsula, Hokkaido. 

まえが‘き

昭和55年 7 月下旬、吉元・近江が組室半品根室層群調査中にノツカマ

ッ プ層の際岩層から大型の植物化石の完全 1 個体を採集した。この化千i

産出層か らは海楼動物化石を産し、根室層群では海生沈水性柄物は初め

ての産出である。 Inoceramus Schmidti で代表するへトナイ統下部を

示す動物化石群である。 北海道では浦河統から Archaeozosteraの産出

が記録されているが、本種はこれと異なるので、新桶として記載した 。

1 .ノツカマップ層について

本植物化石産地は北海道東端根室半山北側海岸線、根~市々 iおか ら約

7km 以東のシキ ウ スと 呼ぶ ノツカマ ップ岬西側の入江付近にある 。ノ ツ

カマップ(野塚学)層はシキウスからサンコタンまで ENE-NE 走 [ílJ の

南傾斜で分布 し、貝類な ど含み、 黒色・暗灰色凝灰質泥計・砂岩・聴岩・

集塊岩・凝灰岩から成る。 組粒玄武岩・ 含カンラン石粗凶j玄武岩・安山

岩熔岩・岩脈を挟み、 枕状構造を呈する{問所もある(第 l 図 )。 ノツカマ

ッ プ層は奇襲質・砂質岩層を挟むが、塩基性岩を源岩とする t毛布・単斜鯨

石・普通輝.fJ・ .海緑石を含む火山岩の砕尉粒を主とする 3 喋質は角礎・

亜角礁が多く 、淘汰が悪< 1則方変化を{半 う岩相変化は激し く、 ari灰色砂

町j尼岩・砂岩は風化闘で茶褐色の欽サビ色を呈す る 。 組三_;J弱者I を貫くア

ルカリ火成岩矧 ( Sills ・ Laccoliths . PilIow Lava ) は K-Ar年代 iWJ 定 で、

65- 67m.y. から 84- 87m.y. (松本 1970 ) の数値をぷす。北海道中央官1\の

上部エ ゾ層群へ トナイ統函淵層群下部に対比きれ、カンパニアン 中・ト
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部と見なされ、上昇浸食海退期から沈降I制黄海進期への移行期に位置す

る瀕j毎l生環境を想定することができる 。

第 1 図 ノツカマップ附近の地質図

十 '1 室湾

Eヨ カンラン石組面組事立玄武岩

田・ 吉カンラン石組面玄武岩
田E 根室累届
臨調ノ Y 力-:， ")プ層

'0 化石産地
海楼化石は次の如くである。

太平，羊

Inocermus (Sphenoceramus) Schmidti 

Inoc. balticus 

Inoc. (Endocostera) shikotanensis 

Coral(六射単体)

Niponaster hokkaidoensis L AMBERT (Echinoidea) 

Brachiopods 

Dentalium sp. 

Inoceramus Schmidti ま 般 も 多 く 序: し、 ヘ トナイ統下部K 6α ( カン パ

ニアン後期 ) をポ準し、 Ino{' shikotanensis はへ ト ナイ統上部K 6β (マス

トリヒ ンアン 前期j) 、 Inoc . balticas は K 5 y-K 6α浦河続最上部~へトナ

イ統下音1 \ を ;i ~ iíi; す る こ とで、層 i~; はへトナ イ統 i、ιI~ と す るのが適当 であ

る。( 第 2 図)
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第 2図根室層群の各層の対比

松本(1970) 屠 幌|晶品品|厚陛恨宅四号店主暁
岡崎長浜(l965) I~"" (ﾎ965) "~I 君 埠 11978) 1" <i i958-9 )中

篤多布層|需多布層

主同什 1M I ;!; IU 什層

."-ルリ車層

イ耳石出層

長節累!岬

出 1.'. # 111 

ノソカマ y プ刷 ! ノゾカマ J プ層

2. Helobiaephyllum fructiferum new species 

の形態と特徴

(第 3 、 4 図)

本植物化石標本は葡萄茎から分枝する本音防込ら先端までがJ50cmの草丈

がある大きなものである。葡萄茎は三節にわたリ、その一節から向上1ftl]

茎ヵ、立ち、三位に分岐し、一枝は先端に大葉の叢'tーする大茎で、他の一

枝は果実包を先端部につけた小茎である。葡萄茎の節と節聞から直角に

E状根が伸長している。葉は大葉と小葉とがあり、大葉はiとき 10-13 cm 、

幅2.5cm 、小葉は長き 5 師、幅1.5 cmの大きさで、直上側茎の上半白肋為ら先

端にかけて大葉が叢生し、節間隔が狭 L 、。下半部では小業が疎らに着く。

葉は節から伸び、互生する。葉の基部はや‘葉鞘状( sheathing) の下延

形 (decurrent) である。葉脈は単子葉らしく平行一次脈 (Parallelodro~

mous) 云本走る。葉の一部に僅かに残ヮている肉質を拡大すると、第 3

図 1 B 、 2 、 3C 、 4 の如く表皮細胞がある c 1 A 、 5 のように葉の断

面は葉の表面で一次脈は窓ーんでいる。業|勾は比較的厚く、葉j)liま裏山一へ

まくれ込むようにそっている。葉縁辺は不明瞭であるが、疎〈浅い鈍~t1

悼iが葉の上半部にある。小業は倒皮針形から広線形、大葉は刀剣形を滞

びた広線形である。大葉・小葉共に中央部に楕円形の律みがあり、浮嚢

と思われるものが着いている葉がある(第 3 図 3 D)。果実は直上側茎
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の組い方の茎の l頁部に着き、大葉を伴う上半部に代って大牢1の細長い

包状で、包皮に覆われ、タテ に裂けて、種子カ、出ている。種子 (巣実 ) の

大きさは般大径 4 - 6 mmで、約20側前後と思われる。包皮で覆れている

果実包は長さ 14cm ( 推定 ) 、太さ(最大径)4 cmで、先端部は欠落している

カヘ円形であろうと Itt:~ われる。

A 

4 

5 

第 3図葉のスケッチ

1 .大菜 、 2. 1 -B の拡大(表皮細胞に

3. 小業 D: 浮裳、 4 . 3- C の拡大 ( 表皮細胞 ) 、

5. 1 -A の断 1M
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3. 分類上の位置と化石・現生水生植物との比較

顕花水生柄物化石はPotamogeton' Zostera' Archaeozostera' Saｭ

balites' Trapa' Menyanthes などあるが、この中でイ ノ〈ラ モ 日 ( Helobi­

a e) に ついて比較する 。

Archaeozostera は 2 種 白亜系から発見きれている 。 ニれは葉と 茎

( お そらく 直上側茎)で全体形と葉形は本化石種となり、強い鞘烈の

恭剖iで 、茎に 巻き つく形で覆い互生に牙状の葉が外1Wlj にそり返えるよう

に泊、 、ている c 葉の中央を縦に モザイ ク状怯様があ り、ふ化石桟のそれ

とは大変異なる形状である 。 Potamogeton ( ジュラ系)は葉、茎共に繊

細で長く 、葉形・葉脈共に不明瞭な λ\ iJ、多 く 比較し にくい。ニのように

中生代のこの伺の化吐iは本化石種と形状の極的て類似す る も のはなL 、 。

イハラモ 自の現生種は Potamogetonaceae l (ヒルム シ ロ ) ・ Zostera­

ceae( アマモ)ー Cymodoceaceae ( リ ュ ウキュヴアマモ)・ Najadaceae

(イノ〈ラ モ)・ Hydrocharitac eae (トチカ ガミ)に多量士含まれている。

こ れらの中から海生沈水草を裁けて険討する。

(1)ヒ ロ ムン ロ科 Potamogeton 属には海生沈水件一同3時あ る c 大葉 ・

小業にわかれ、大葉に下自1)に 、小業は先端部に若 く 。 イヒは )}};j}( に ぷ出 し

十七 L 、柄をつけ て、 小業協から {月l ひる 。 Jと・果実は多数を校.( :1 )\ に 十l ける 。

菜形はこの科の特徴 と し て多様で種ごと に色々で、中にはや;化イ i舶に類

似したものもある。

(2)アマモ科 Zostera iiiN:生 沈7)('I''j:の顕著な胤 で 形態カ、特殊化し、

業が組のように長く 、 花菓を治け、 花軸を IcLむ袋形の覆いの中に純一f を

内蔵する。葉脈は伸長する葉に応じて、長方形の表皮細胞と なっている。

巣実包に多数の種 f を包含する形は本化iÎ械 と共通な点であるが、 その

他では類似性は少な い 。 Phy llospadix もまた Zostera と liiJ 僚である の

( 3) リ ュ ウキュウアマモ科: 業 ・ 茎が線状・ 同村守!で大・小葉の治 き

方が異なる。

(4) イバラモ干1- : 海生相に本化イ i附 と 似た柄カ、 あるが、いずれも附 fー

の着き }-j が異なる 。

(5) トチカガミ科 Hydri ll a 'Halophila' Thalassia カ、あるが、この 中

で、 Thalassia は葉・韮の形に ~Hjl)，位カ、あるむ又、花が花紋にf!'!'主する 。

こ の属 liB愛海から熱帯海に分布し、フ ロリタ・ r+ï丙持品 ・ 沖縄の沿岸水
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域の砂喋底に生育する。このように比較的他の属より類似性が多〈、ま

た、他科より本化石種に似ている点カ、多L 、

本化石径の特徴を載けると次の如くである 。

A ) 茎は葡杏j性で節がある 。

B ) 直上f~IJ茎が立ち 上り 、花枝の先端に果実を着け、包皮嚢に入っているc

C ) ヒ ゲ状根を 出して、礁問・砂質成にくい込んで根をはる。

D ) 葉は平行主派の土手下業で倒皮針から広線形。

E ) 葉の中央部に浮嚢のような惰円形の窪みがある 。

F) ì好成砂喋岩層中にあ 1) 、同層準に 貝類 ・ ウニ ・サ ンゴを産する 。

G ) 表皮細胞は単子葉型である c

ト記のA- G の項目を主眼として、現生の海生沈水性顕花才jq物単子葉

の種類と比較検討したが、それらに少しづっ類似性があり、特に同定し

する飯似な項 目 を揃えた種はなく 、本化石種はイバラモ自の特徴を広 く

そなえなものと思われる 。 依っ て縄名はイバラモ目 ( Helobiae ) を属名

の中に合め、 、、巣実をもっ、、 ( fructifer ) を栂 r， として、新掩とした 。

DESCRIPTION 

HelobiaePhyllum fruct~舟rum N.SUZUKI new species. 

(Figs.3,4. ) 

Description: Leaves complete and liana and rhizome stem with 

node and internode. Herbaceous stem dichotomous branching. 

Main root from node and internode. Sacellus fruits in capsule. 

Leaves sword-shaped , oblanceolate to broad linear , Jarger 

Jeaves 10 to 13cm. long and 1.0 to 1.5 cm. wide , smaller 

leaves 5.0 cm. long and 1.0 cm. wide; apex acute; base 

decurrent Jikely sheating; Tri-veined: midrib straight; a piar 

of subprimary veins slightly more slender than the midrib , 

originating the base at acute angles , running parallel to the 

margin , reaching the apex, parallelodromous: 

K6 



Intersecondary veins and nerves monocotyledonous , a dot at 

central part of leaf: margin fine and thin , coarsely crenate in 

middle and upper part of large leaf; Fruits : 14 cm. long and 

4 cm. wide , capsule with 20 beans, as like as co妊e e beans. 

Remarks: This specimen is assignable to Helobiae by characteristic 

shape, capsule of seed and form of leaf in several genus of 
marine phanerogams. 

This species resembles several species of Thalassia, Zostera, 

Potamogeton, which are now naturally distributed in rnarine of 

coastal area of the warrn ternperate and sudtropical regions; 

Okinawa , Micronesia and Florida, and growing in sandy or 

pebbly bottorn. 

Occurrence: Shikiusu, Nernuro Peninsula. Notsukarnappu formatiｭ

on of Nemuro group , Upper Cretaceous (Urakawa series). 

Collection: Yoshimoto Yutaka Collections Register No . 80072501 , 

Holotype. Nernuro City、 Hokkaido.
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事審

Figure 4. 

Helobiaephyllum fructiferum N. S UZUKI new species. 

Y. Y. C. R. No. 80072501 , Holotype. 

Notsukamappu formation , Nemuro group. 


